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　１２月１８日（金）、さらど保育園で園児６２人が参加して餅つきが行われました。蒸し上がったもち米の
良い香りがただよう中、最初はおぼつかない手つきでしたが、慣れるに従って元気な声も出始め、周りの応援
を受けながら、約１時間かけて７kgの餅をつき上げました。出来上がった餅は、あんころもちやきな粉もちに
して、けんちん汁とともに給食で出されました。

市民憲章　わたしたちは　若い力をそだて　としよりをうやまい　大田原を明るいまちにしましょう
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市役所総合案内  　　代 (２３)１１１１
国民の祝日には国旗を掲揚しましょう

国旗セット購入のお問い合わせは
 総務課総務防災係　　(２３)１１１１まで

（見本が総務課総務防災係にあります）

大田原市ホームページアドレス
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

ＱＲコード対
応端末をお持
ちの方はこち
らの画像をご
利用ください

通常業務（平日：月～金曜日）午前８時30分～午後５時30分

定額給付金の給付をよそおった振り込め詐欺・個人情報の
詐取にご注意ください。ご自宅や職場などに市や総務省な
どをかたった電話がかかってきたり、身に覚えのない郵便
が届いたら、すぐに総務課総務防災係へご相談ください。
　　総務課総務防災係　　　(２３)１１１１
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く
ま
し
く
生
き
て
い
る
姿
を
次
の
世
代

に
し
っ
か
り
見
せ
つ
け
て
お
い
て
こ
そ
、

次
の
世
代
も
希
望
の
中
で
明
日
を
生
き

よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

　
物
が
豊
か
に
な
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
る

と
考
え
た
戦
後
六
十
年
。
生
活
水
準
は

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
改
善
さ
れ
ま
し

た
が
、
豊
か
さ
を
達
成
し
て
今
な
お
、

私
た
ち
は
幸
福
を
手
に
入
れ
て
い
な
い

ば
か
り
か
、
豊
か
な
生
活
と
引
き
替
え

に
、
心
は
貧
し
く
な
り
、
大
切
な
も
の

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い

る
人
々
が
い
か
に
多
い
こ
と
か
、
そ
し

て
政
治
が
そ
の
時
代
の
国
民
を
写
す
鏡

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
今
、
私
た
ち

が
目
指
す
べ
き
政
治
目
標
は
、
心
の
豊

か
さ
の
復
活
と
低
コ
ス
ト
高
満
足
度
社

会
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
地
域
主
権
に
向
け
て
急
速
に
流

れ
が
加
速
し
て
お
り
、
国
が
一
歩
退
け

ば
県
が
元
気
に
な
る
。
県
が
二
歩
退
け

ば
市
町
村
が
元
気
に
な
る
。
市
町
村
が

元
気
に
な
れ
ば
国
民
が
幸
せ
に
な
れ
る
。

と
い
う
国
民
の
共
通
認
識
が
生
ま
れ
、

常
識
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
市
と
市

民
の
協
働
に
よ
っ
て
地
に
足
を
着
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

こ
そ
市
民
が
幸
せ
に
な
れ
る
と
、
あ
ら

　
今
年
が
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
そ
の
前
年
の
米
国
リ
ー
マ
ン

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
に
端
を
発
し
た

景
気
の
大
幅
減
退
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
国
民
は
政
権
を
交
代
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
国
民
生
活
を
救
済
し
て
く
れ

る
劇
的
な
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
政
権
が
財
政
緊
縮
を
急
激
に
推
し
進

め
る
と
国
全
体
の
活
力
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
の
専
門
家
の

声
も
多
く
、
従
っ
て
新
政
権
も
選
挙
時

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
軌
道
修
正
し
つ
つ

現
実
路
線
を
歩
み
始
め
た
よ
う
に
見
え

ま
す
。
い
つ
の
世
も
明
日
に
希
望
が
も

て
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
日
、
ど
ん
な
に

辛
く
て
も
我
慢
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
お
と
な
が
希
望
を
も
っ
て
た

た
め
て
気
付
い
て
戴
け
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
即
ち
、
生
活
の
豊
か
さ
を
求
め

て
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
を

向
い
て
生
き
て
き
た
こ
と
の
反
省
に
立

ち
、
こ
れ
か
ら
は
皆
で
足
下
を
見
つ
め
、

共
に
手
を
携
え
、
地
域
社
会
の
中
で
支

え
合
い
な
が
ら
共
に
生
き
て
ゆ
く
と
い

う
、
昔
の
日
本
社
会
で
は
当
た
り
ま
え

だ
っ
た
「
地
域
の
中
で
共
に
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
が
、
今
、
失
っ
て
み
て
初

め
て
如
何
に
心
の
満
足
と
幸
せ
な
人
生

を
保
証
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
に
思
い
を
致
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
、

と
い
う
こ
と
ば
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る

筈
な
の
に
、
現
実
は
大
勢
の
人
が
身
の

ま
わ
り
に
い
て
く
れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
心
の
中
で
は
孤
独
さ
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
皆
で
こ
と
ば
を
か
け
合
い
な

が
ら
、
手
を
差
し
の
べ
合
い
な
が
ら
、

励
ま
し
あ
い
な
が
ら
地
域
の
中
で
共
に

生
き
て
ゆ
く
社
会
の
再
生
を
図
っ
て
ゆ

く
元
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

大
田
原
市
長
　千 

保 

一 

夫

大
田
原
市
長
　千 

保 

一 

夫

地
域
の
中
で
共
に
生
き
る
大
田
原
市
を
目
指
し
て

地
域
の
中
で
共
に
生
き
る
大
田
原
市
を
目
指
し
て

【市長の新春インタビュー放送】【市長の新春インタビュー放送】

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　２３－８７００

明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

とちぎテレビ
番  組  名　「２０１０年 わが街発!」
本放送日　平成22年１月１日（金） 17:30～18:00
再放送日　平成22年１月３日（日） 9:00～9:30

上記時間帯の中で、約10分間放送されます。

市長の新春インタビューがテレビで放送されます。 放送予定日は次のとおりですので、ぜひご覧ください。市長の新春インタビューがテレビで放送されます。 放送予定日は次のとおりですので、ぜひご覧ください。
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２
０
０
２
年
に
「
第
18
回
『
平
和
の

日
』
那
須
の
集
い
」
が
本
市
で
開
催
さ

れ
て
以
来
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
大
田

原
市
文
学
サ
ロ
ン
。
今
年
は
、
作
家
立

松
和
平
氏
、
講
談
師
神
田
松
鯉
氏
、
作

家
で
あ
り
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
常
務
理

事
の
高
橋
千
劔
破
氏
を
迎
え
、
11
月
28

日
（
土
）
、
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で

「
自
然
環
境
・
ふ
る
さ
と
・
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
市
民
な
ど
約
4
0
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
本
県
出
身
の
作
家
立
松

氏
が
「
南
極
み
や
げ
〜
南
極
と
地
球
温

暖
化
」
と
題
し
、
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
南
極
を
訪
れ

た
経
験
を
元
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

南
極
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
が

色
濃
く
表
れ
て
お
り
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
オ
ゾ
ン
層
の
穴

（
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
）
か
ら
は
非
常
に
強

い
紫
外
線
が
降
り
注
ぎ
、
気
温
の
上
昇

に
よ
っ
て
地
表
を
覆
う
分
厚
い
氷
が
融

け
始
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
南

極
を
訪
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
松
氏

は
、
「
地
球
は
人
間
に
や
さ
し
く
な
い
。

し
か
し
、
人
間
は
こ
の
地
球
で
し
か
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

人
間
は
地
球
に
や
さ
し
く
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と

に
気
づ
か
さ
れ
た
と
語
り
、
我
々
が
住

む
星
「
地
球
」
の
尊
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
「
ふ
る
さ
と
歴
史
談
義
」
で

は
、
は
じ
め
に
こ
の
日
司
会
も
務
め
た

高
橋
氏
が
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛

衰
記
』
が
誕
生
し
た
時
代
背
景
に
つ
い

て
解
説
。
そ
の
後
、
神
田
氏
よ
り
、
本

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
那
須
与
一
が
登
場

す
る
「
源
平
盛
衰
記　

那
須
与
一
扇
の

的
」
の
一
節
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
テ

ン
ポ
の
良
い
語
り
口
に
、
釈
台
を
打
つ

小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム
を
織
り
交
ぜ
、
与

一
が
扇
を
射
落
と
し
た
屋
島
の
風
景
が

鮮
や
か
に
再
現
さ
れ
る
と
、
訪
れ
た
観

覧
者
た
ち
は
か
た
ず
を
の
ん
で
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課　

政
策
担
当

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

　

冬
場
か
ら
春
先
に
か
け
て
は
、
年
間

で
最
も
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
今
、

健
康
で
若
い
皆
さ
ん
の
一
層
の
献
血
へ

の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
「
は
た
ち
の
記

念
」
に
献
血
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
た
く
さ
ん
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期　

間　

１
月
１
日
（
金
）
〜
２
月

　

28
日
（
日
）

●
献
血
会
場

・
栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

・
う
つ
の
み
や
大
通
り
献
血
ル
ー
ム

・
大
田
原
市
総
合
文
化
会
館
〔
１
月
15
日

　

（
金
）
に
実
施
予
定
〕

※
「
献
血
バ
ス
」
の
予
定
に
つ
い
て
は
、

　

栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.jrcbc.jp/)

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
献
血
の
で
き
る
方

・
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な
方

　

（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
〜
64
歳
の

　

間
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
）

・
１
９
８
０
年
〜
９
６
年
の
間
に
イ
ギ

　

リ
ス
滞
在
歴
の
な
い
方

・
海
外
か
ら
帰
国
後
４
週
間
が
経
過
し

　

て
い
る
方

※
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
７

成
人
式
は
３
地
区
で
開
催

１
～
２
月
は
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
の
市
成
人
式

は
、
次
の
と
お
り
３
地
区
で
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
、
清
楚
な
装
い
で
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

立
松
和
平
氏
「
地
球
に
や
さ
し
く
し
な
け
れ
ば
」

　
　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
２
０
０
９
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン

立
松
和
平
氏
「
地
球
に
や
さ
し
く
し
な
け
れ
ば
」

　
　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
２
０
０
９
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン

扇が射落とされる
場面を語る神田氏

解説をする
高橋氏

地球の尊さを語る立松氏

大田原地区

●
日　

時

　

１
月
10
日（
日
）

　

午
前
10
時
40
分
開
式

●
会　

場

　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

黒羽地区

●
日　

時

　

１
月
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
20
分
開
式

●
会　

場

　

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
４
）０
１
８
４

湯津上地区

●
日　

時

　

１
月
３
日（
日
）

　

午
前
９
時
開
式

●
会　

場

　

湯
津
上
庁
舎
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

◎ ◎



　

平
成
21
年
12
月
５
日
（
土
）
、
県
で

は
「
栃
木
県
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に

関
す
る
協
定
」
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
お
い
て
も
協
定
を
締
結
し
た
６

店
舗
で
、
平
成
22
年
２
月
１
日
か
ら
レ

ジ
袋
の
無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減

と
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
た
め
、

「
エ
コ
バ
ッ
グ
」
と
「
生
ご
み
水
切
り

器
」
を
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
こ
の
セ
ッ
ト
を
ご

活
用
い
た
だ
き
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

よ
り
一
層
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
12
月
8
日
（
火
）
、
大
田

原
市
総
合
文
化
会
館
で
「
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
健

康
増
進
の
た
め
に
、
骨
か
ら
丈
夫
に
」

と
題
し
て
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健

医
療
学
部
教
授
の
丸
山
仁
司
（
ひ
と
し
）

氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

丸
山
氏
は
骨
や
筋
肉
の
し
く
み
な
ど

を
解
説
し
な
が
ら
、
健
康
の
た
め
に
は

日
常
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
。
骨
粗
し
ょ
う

症
の
治
療
や
予
防
策
と
し
て
は
「
歩
く

こ
と
」
を
挙
げ
、

「
マ
ラ
ソ
ン
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
よ

り
も
歩
く
方
が

よ
い
。
な
る
べ

く
早
く
、
大
ま

た
で
、
１
日
８

０
０
０
歩
以
上

は
歩
き
ま
し
ょ

う
」
と
歩
き
方

の
基
本
を
伝
授

し
て
く
れ
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
参
加

者
か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
も
出
て
、
関

心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

（
２
３
）
７
６
０
１

●
協
定
参
加
店
舗

・
さ
か
い
り
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
黒
羽
店

　

（
黒
羽
向
町
）

・
塩
原
屋
中
田
原
店
（
中
田
原
）

・
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
ユ
ー
黒
羽
店

　

（
大
豆
田
）

・
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
ユ
ー
野
崎
店
（
薄
葉
）

・
三
桝
屋
大
田
原
店
（
本
町
１
）

・
栃
木
県
職
員
生
活
協
同
組
合

　

（
那
須
庁
舎
内
）

●
配
布
方
法

〈
自
治
会
加
入
者
〉
１
月
５
日
（
火
）

　

〜
29
日
（
金
）
の
間
に
、
自
治
会
を

　

通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

〈
自
治
会
未
加
入
者
〉
１
月
18
日
（
月
）

　

〜
29
日
（
金
）
の
間
、
生
活
環
境
課

　

（
市
役
所
２
階
）
の
窓
口
で
直
接
配

　

布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
積
極

的
に
支
援
し
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い

循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
や
事
業
所

な
ど
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方
に
対
し
、
そ
の
設
置
費
を
補
助

し
ま
す
。
今
年
度
中
に
設
置
す
る
方
は
、

次
の
と
お
り
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

１
月
５
日
（
火
）
〜
12

　

日
（
火
）
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

●
受
付
場
所　

生
活
環
境
課
（
市
役
所

　

２
階
）

●
申
込
要
件

・
自
ら
居
住
す
る
、
ま
た
は
居
住
し
よ

　

う
と
し
て
い
る
市
内
の
住
宅
や
事
業

　

所
な
ど
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

　

設
置
す
る
方
。

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
低
圧
配
電

　

線
と
逆
潮
流
方
式
で
連
系
し
、
最
大

　

出
力
が
10
　

kW
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

・
交
付
決
定
後
に
工
事
に
着
手
し
、
平

　

成
21
年
度
内
（
平
成
22
年
３
月
末
ま

　

で
）
に
設
置
で
き
る
方
。

※
既
に
工
事
着
手
、
設
置
ま
た
は
補
助

　

金
交
付
決
定
前
に
工
事
に
着
手
す
る

　

方
は
補
助
金
交
付
の
対
象
外
と
な
り

　

ま
す
。

●
申
込
方
法

・
受
付
期
間
内
に
生
活
環
境
課
に
あ
る

　

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
予
定

　

調
書
兼
抽
選
会
申
込
書
」
に
必
要
事

　

項
を
記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
む
際
に
は
、
認
印
を
持
参
し

　

て
く
だ
さ
い
。

・
代
理
人
が
申
し
込
む
場
合
は
、
必
ず

　

委
任
状
（
任
意
様
式
）
を
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
の
額　

１
kW
あ
た
り
３
万
円

　

（
限
度
額
12
万
円
）

●
そ
の
他　

予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助

　

で
あ
り
、
申
し
込
み
が
予
算
額
を
超

　

え
た
場
合
に
は
、
抽
選
会
を
実
施
し

　

て
申
請
者
を
決
定
し
ま
す
。
そ
の
日

　

程
な
ど
は
、
申
し
込
み
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

エ
コ
バ
ッ
グ・
生
ご
み
水
切
り
器
を
全
世
帯
に
配
布

エ
コ
バ
ッ
グ・
生
ご
み
水
切
り
器
を
全
世
帯
に
配
布

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講
演
会

「
日
常
生
活
の
中
の
運
動
で

骨
を
刺
激
し
筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

「
日
常
生
活
の
中
の
運
動
で

骨
を
刺
激
し
筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」

骨粗しょう症の予防について
講演する丸山仁司氏
骨粗しょう症の予防について
講演する丸山仁司氏

　エコバッグ
幅約44㎝×深さ
約37㎝。折りた
たんでホックで
留めれば、小さ
くまとめること
ができます。

　生ごみ水切り器
使用例：生ごみの入っ
た袋やネットの上部を
切れ込みから差し込み、
上に引き上げれば水切
りができます。

▼

▼

総　　合
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ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
・
毎
日

新
聞
社
主
催
に
よ
る
「
第
59
期
王
将
戦

七
番
勝
負
第
２
局
」
が
１
月
28
日
・
29

日
に
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

羽
生
善
治
王
将
と
「
第
59
期
王
将
戦

挑
戦
者
決
定
リ
ー
グ
」
を
勝
ち
抜
い
た

挑
戦
者
・
久
保
利
明
棋
王
に
よ
る
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

対
局
前
日
に
は
「
前
夜
祭
」
、
対
局

２
日
目
に
は
「
大
盤
解
説
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

●
日　

時　

１
月
27
日
（
水
）

　
　
　

午
後
６
時
〜

　
　

●
場　

所　

ホ
テ
ル
花
月

　
　
　

（
大
田
原
市
黒
羽
向
町
２
）

　
　

●
参
加
費　

４
０
０
０
円

　
　
　

（
高
校
生
以
下
２
０
０
０
円
）

　
　

●
そ
の
他　

抽
選
に
よ
る
記
念　

　
　
　

品
の
贈
呈
な
ど
あ
り

　
　

●
日　

時　

１
月
29
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　

●
場　

所　

ホ
テ
ル
花
月

　
　
　

（
大
田
原
市
黒
羽
向
町
２
）

　
　

●
参
加
費　

３
０
０
０
円
（
昼

　
　
　

食
付
き
。
高
校
生
以
下
無
料
、

　
　
　

昼
食
は
別
料
金
）

●
申
込
方
法　

１
月
20
日
（
水
）
ま
で

　

に
、
左
記
実
行
委
員
会
ま
で
電
話
で

　

申
し
込
み
。

※
参
加
費
は
当
日
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

王
将
戦
開
催
実
行
委
員
会

　

（
企
画
政
策
課
政
策
担
当
）

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

　

１
月
28
日
開
催
の
「
第
59
期
王
将
戦

第
２
局
」
に
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
に
本
市

の
将
棋
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
「
第
59
期
王
将
戦
ジ
ョ
イ
ン
ト

フ
ェ
ス
タ
in
大
田
原
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
日
本
将
棋
連

盟
所
属
棋
士
に
よ
る
講
演
会
や
指
導
対

局
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
は
市
内
中
学
生
も
大
会

会
場
に
訪
れ
、
講
師
か
ら
日
本
の
良
き

伝
統
文
化
で
あ
る
「
将
棋
」
の
説
明
を

受
け
、
将
棋
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
い
う
企
画
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
文
化
庁
の
支

援
を
受
け
た
県
の
文
化
芸
術
振
興
事
業

「
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
」
の
一
環
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

●
日　

時　

１
月
28
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜

●
場　

所　

ホ
テ
ル
花
月

　

（
大
田
原
市
黒
羽
向
町
２
）

●
参
加
費　

無
料

●
内　

容

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

多
面
指
し
指
導
対
局
（
第
１
部
）

　

講
師　

剱
持
松
二  

八
段
、
川
上
猛  

　

六
段
、
松
本
佳
介  

六
段

②
午
後
１
時
50
分
〜
３
時
10
分

　

講
演
「
将
棋
の
歴
史
と
未
来
」(

仮
題)

●
日　

時　

１
月
12
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

●
場　

所　

市
役
所
通
り

　
（
ベ
イ
シ
ア
入
口
〜
神
明
町
交
差
点
）

●
交
通
規
制
な
ど

・
花
市
開
催
中
の
市
役
所
通
り
は
、
車

　

両
（
自
転
車
・
バ
イ
ク
を
含
む
）
の

　

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
市
道
大
田
原
野
崎
線
か
ら
は
通
り
抜

　

け
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
市
営
バ
ス
の
路
線
変
更

　

講
師　

日
本
将
棋
連
盟
専
務
理
事　

　

西
村
一
義
九
段

③
午
後
３
時
10
分
〜
５
時
10
分

　

多
面
指
し
指
導
対
局
（
第
２
部
）

　

講
師　

①
と
同
じ

●
定　

員　

①
・
③
の
み
各
30
名

●
申
込
方
法　

１
月
20
日
（
水
）
ま
で

　

に
、
左
記
実
行
委
員
会
ま
で
電
話
で

　

申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

王
将
戦
開
催
実
行
委
員
会

　

（
企
画
政
策
課
政
策
担
当
）

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

第
59
期
王
将
戦  

第
２
局

前　夜　祭大盤解説会

「
第
59
期
王
将
戦

ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ェ
ス
タ

in
大
田
原
」
参
加
者
募
集

将
棋
の
羽
生
王
将 

本
市
で
再
び
対
局

前
夜
祭
・
大
盤
解
説
会

参
加
者
募
集

昨年本市で対局
した羽生王将

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

大
田
原
と
佐
久
山
の
花
市

大
田
原
花
市

佐
久
山
花
市

・
花
市
開
催
中
は
市
営
バ
ス
の
路
線
が

　

変
更
と
な
り
、
次
の
停
留
所
に
つ
い

　

て
は
午
前
10
時
以
降
の
乗
降
が
で
き

　

な
く
な
り
ま
す
。
最
寄
り
の
停
留
所

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
那
須
塩
原
駅
線
】
末
広
２
丁
目

【
黒
羽
線
・
湯
津
上
線
】
末
広
橋
・
五

　

道
橋

■
問
い
合
わ
せ

〈
花
市
開
催
関
係
〉

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
９

〈
市
営
バ
ス
関
係
〉

　

総
務
課
交
通
対
策
係

　
　
　

（
２
３
）
８
８
３
２

●
期　

日　

１
月
14
日
（
木
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

●
場　

所　

佐
久
山
小
学
校
通
り

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
９

白河信用金庫●

大田原体育館●

市役所
●

総合文化会館
　　●

●大田原警察署

●浅井
　砿油

国道461号

市道大田原野崎線

交
通
規
制
区
間

至佐久山



【血液型】　Ｂ型
【出身地】　茨城県結城郡石下町
　　　　　　（現・常総市）
【身　長】　160㎝
【趣　味】　バイクに乗ること
　　　　　　イグアナ飼育
【資　格】　調理師免許
【好きな言葉】桜梅桃李
【愛　車】　ビーノ50㏄
【職　業】　芸人
【テレビ】 「ＧＯＲＯ’Ｓ ＢＡＲ」（ＴＢＳ）準レギュラー出演中
　　　　　 「笑たいむ2008」（ＮＨＫ‐ＢＳ）レギュラー出演
　　　　　 「爆笑レッドカーペット」（フジテレビ）
　　　　　 「草野★キッド」（テレビ朝日）
　　　　　 「踊る！さんま御殿！！」（日本テレビ）
　　　　　 「演歌の女王（第５話）」（日本テレビ）
　　　　　 「朝は楽しく」（テレビ東京）金曜日レギュラー
　　　　　　（2005年11月～2006年６月）
　　　　　 「シブスタ」（テレビ東京）グランドチャンピオン、
　　　　　 　月曜レギュラー（2004年５月～６月）
　　　　　 「エンタの神様」（日本テレビ）
　　　　　 「笑いの金メダルＪｒ.くり～む杯」（テレビ朝日）
　　　　　 「Ｐｏｏｈ！！」（ＴＢＳ）
　　　　　 「Ｏ‐ＣＤＴＶ」（ＴＢＳ）　ほか多数
　　　　　   ○その他、ラジオ出演、新聞連載、雑誌掲載、ＰＶ
　　　　　　   出演  など多数

【生年月日】1980年(昭和55年)５月16日
【出身地】　沖縄県
【血液型】　Ａ型
【サイズ】　身長174㎝／体重67kg
　　　　　　B 87cm／W 89cm／H 95cm
　　　　　　足のサイズ 27cm
【趣　味】　三線、ジョギング、競馬
【特　技】　三線、歌まね、影文字
【資　格】　普通自動車免許

デイエノボル

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
笑
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
に

お
い
て
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
、
幸
せ
度
の

高
い
ま
ち
大
田
原
を
目
指
し
、
「
お
笑

い
健
康
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
全
24
回

（
前
期
12
回
、
後
期
12
回
）
の
「
お
笑
い

講
座
」
、
月
に
１
回
全
６
回
の
「
お
笑
い

健
康
ラ
イ
ブ
」
、
年
２
回
の
「
お
笑
い
ラ

イ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
３
つ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
第
６
回
の
「
お
笑
い
健

康
ラ
イ
ブ
」
の
出
演
者
３
組
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
お
笑
い
芸
人
３
組

あどばるーん

赤いプルトニウム １
／
30

笑
っ
て
ま
す
ま
す
健
康
に

第６回

に
加
え
て
、
お
笑
い
講
座
の
受
講
生
の

皆
さ
ん
が
講
座
の
成
果
を
披
露
す
る
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

プ
ロ
芸
人
と
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
大
い
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期　

日　

１
月
30
日
（
土
）
午
後
６

　

時
〜
８
時
（
午
後
５
時
40
分
開
場
）

●
場　

所　

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ

　

ン
タ
ー
講
堂

●
内　

容　

お
笑
い
芸
人
３
組
（
赤
い

　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
、
デ
イ
エ
ノ
ボ
ル
、

　

あ
ど
ば
る
ー
ん
）
の
ラ
イ
ブ

小野　益伸
1981年(昭和56年)６月29日
青森県八戸市
Ｂ型
170cm／62kg
プラモデル、テレビゲーム
バスケットボール、重量挙げ

■ 新山　大（にいやま  だい）　　　　　 ■ 小野  ますのぶ（おの  ますのぶ）

※
お
笑
い
講
座
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
出

　

演
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
定　

員　

１
２
０
名

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

【本　　名】
【生年月日】
【出身地】
【血液型】
【身長／体重】
【趣　　味】
【特　　技】

新山　大
1981年(昭和56年)７月28日

青森県八戸市
Ｂ型

181cm／73kg
野球、釣り、禁煙

野良猫と飼い猫の見極め

「
赤
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
」
再
登
場
！

（左）新山　大
（右）小野  ますのぶ

イベント特集
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広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
で

は
、
搬
入
さ
れ
た
粗
大
ご
み
を
再
生
し
、

地
域
の
皆
様
に
安
価
で
提
供
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
品
提
供
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
展
示
・
申
込
期
間　

１
月
12
日
（
火
）

　

〜
26
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
30
分
。
土
・
日
・
祝
日
は
除

　

く
。
１
月
24
日
（
日
）
は
、
展
示
お

　

よ
び
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
展
示
場
所　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

大
田
原　

プ
ラ
ザ
棟
１
階

●
申
込
資
格　

大
田
原
市
ま
た
は
那
須

　

町
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
。

●
申
込
限
度
点
数　

１
家
族
２
点
ま
で
。

　

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　

（
２
０
）
２
２
７
０

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
６

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（12月17日現在)

●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダブルベッドマット、洋服ダンス
　ローテーブル、二人がけソファー
　ドレッサー（小）、学習机・椅子一式
　電子オルガン、キーボード、柱時計
●その他
　室内用ステッパー、ストーブガード
　スキーセット、学生服冬用上下、製図版
　ルームランナー

●お母さん・お子さん向け
　新生児用チャイルドシート
　幼児用チャイルドシート（ベスト型、通常型）
　赤ちゃん用ローチェア
　赤ちゃん用階段侵入防止柵
　赤ちゃん用ストーブガード
　ベビーカー、ベビー服
　ベビー用品一式、子ども服、木製すべり台
　ジャングルジム、二人乗り用ブランコ
　子供用乗用おもちゃ(ダンプ・ショベルカーなど)
　子ども用マウンテンバイク、バギー
　130㎝男子用衣料品全般
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ダイニングテーブル一式
　コーナーソファー、整理ダンス、掃除機
　洗濯機、炊飯器、ガス台、加湿器
　除湿機、テレビ、ＤＶＤデッキ
●その他
　スクーター、自転車
　スケートボード、レコード、米びつ
　冬用毛布（シングル・ダブル）、人台
　綿くり機、竹製苗運びかご
　農業用手押し式溝切り機、大八車

　借金の返済が困難な状態になってしまったら、できるだけ
早い時期に弁護士などの専門家に相談し、生活の立て直しを
図ることが大切です。
　債務整理は「自己破産」「民事再生」「特定調停」「任意
整理」など、借金の額だけではなく、資産や収入、今後の生
活設計などにより、その人に合った方法を選ぶ必要がありま
すので、その借金の状況を細かく確認することが重要です。
　最近では、テレビやラジオのＣＭなどで「借金問題無料相
談」をご存じかと思いますが、日本弁護士連盟のガイドライ
ンでは「弁護士による直接面談」を定めておりますので、遠
方の法律事務所を利用する際は、その旨ご承知のうえご利用
ください。
　また、ヤミ金や悪質業者などが「債務整理をしません
か？」「過払金を請求しませんか？」などと電話勧誘をして、
費用だけをだまし取ることや、借金の一本化をうたってさら
に貸し付けを行う被害などもあります。借金問題の相談は、
必ず公の機関を利用されることをお勧めします。
　債務整理を行う際は、個人でできるものもありますが、弁
護士や司法書士（額によってできない場合もあります。）に
依頼して行うので、その費用を心配する方も少なくないと思
われます。県では「多重債務相談センター」を設置しており、
同センターの紹介した弁護士に依頼した場合、費用の分割払
い、または「法テラス（弁護士費用の一時立て替えなど）」
の利用を原則としていますので、支払が困難な方でも安心し
て債務整理ができるようになっています。
　また、消費生活センターでも多重債務相談を受け付けてい
ます。相談員が丁寧に事情を聴き、解決方法のアドバイスを
行い、債務整理が必要な場合には、多重債務相談センターを
通して弁護士や司法書士会（相談窓口）を紹介していますの
で、手続きや面談もスムーズに行うことができます。
◎弁護士などに引き継ぐ際に、本人の了解を得て情報を伝え
　る場合などを除いては、相談内容が外部に出ることは決し
　てなく、秘密は厳守されます。
◎多重債務（借金）の問題は必ず解決できます！
　弁護士などに債務整理を依頼すると、借金の取り立てが止
　まります。取り立てが止まれば、落ち着いて生活の再建に
　ついて考える余裕ができ、家族や弁護士などと時間をかけ
　て相談ができます。
◎消費生活センターや多重債務相談センターでの相談料は無
　料です。隠し事をすると解決が長引きます。一人で悩まず
　勇気を出して、安心してご相談ください。

大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報大 田 原 市 消 費 生 活 セ ン タ ー 情 報

○品物は消費生活センターには置いてあり
　ません。センターに連絡をいただいた後
　は、相手方を紹介し、個人間のやり取り
　となります。
○お互いの話し合いにより、原則として無
　料で受け渡しをお願いします。有料希望
　は受け付けません。
○トラブルを防ぐため、内容変更や結果（成
　立・不成立など）をセンターにご連絡く
　ださい。
○連絡がない場合は、登録日から６か月で
　登録抹消いたします。

不用品受け渡しに関する注意事項

■問い合わせ
　大田原市消費生活センター
　　大田原市住吉町１－９－３７
　　　　（２３)６２３６
　《受付時間》平日  午前９時～正午
　　　　　　　　　午後１時～４時

借金でお困りの方、ひとりで悩まずまず相談を

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
販
売
会



★金　賞
　　和久　英雄　　（花園）
★銀　賞
　　後藤美奈子　　（黒羽向町）
　　佐藤　絹江　　（富池）
★銅　賞
　　高橋　忍　　　（黒羽向町）
　　国際自動車・ビューティ専門学校
　　　　　　　　　（紫塚２）
　　増山　知徳　　（蛭田）
　　原田　光男　　（富士見２）
      川口喜一郎      （浅香３）
★佳　作
　　ヘアーサロン三森（黒羽向町）
　　青野　昭彦　　（浅香２）
　　須藤　勝　　　（末広３）
　　カフェ蘭丸　　 （中野内）
　　堀江　修　　　（城山２）
　　齋藤　博之　　（末広３）
　　木下　幸治　　（浅香３）
　　鈴木　道雄　　（中田原）
　　猪股　忍　　　（桧木沢）
　　なかがわ水遊園（佐良土）

★特別賞
　　奥村行政書士事務所（浅香１）
　　藤田　告志　　        （北金丸）
　　倉橋千栄子　　        （山の手２）

み
ん
な
で
飾
ろ
う

　
　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

第８回

イルミネーション・コンテスト入賞者
　（敬称略）

■問い合わせ
　商工観光課商業振興係
　　　（２３）８７０９

入
賞
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す
!!

和久　英雄　
『光の波（天にとどけバーバのＸマス）』

イベント特集
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佐藤　絹江
『サンタさんと遊ぼうよ』

金　賞金　賞

銀　賞銀　賞

　

第
８
回
「
み
ん
な
で
飾
ろ
う
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
36
件
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
規

模
の
み
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
や
コ
ン
セ
プ
ト
が
重
視
さ
れ

る
た
め
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
年
末
に
な
る
と
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

個
性
あ
ふ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
多
数
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
大
田
原
の
冬
の
風
物
詩
の
一
つ
と
し
て
、
す

っ
か
り
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

後藤　美奈子
『サンタの休日』 銀　賞銀　賞

平成22年１月１日号



増山　知徳  『平穏』

高橋　忍
 『光の響奏（兄になった息子と初イルミネーション娘へ）』　

倉橋　千栄子　 『恵～いっぱいの愛』

藤田　告志
 『夢をあなたに「・・・なんかに負けるな！頑張れ！！」』　

菊池　恵子（大田原市くらしの会会長）
沼野井良子（薄葉小学校PTA会長）
川又　豊蔵（湯津上中学校PTA会長）
益子　和子（黒羽小学校PTA副会長）
蓮實　　浩（大田原市副市長）

【審査員（敬称略）】
下鳥　大作（大田原市観光協会会長）
本多　房雄（大田原商工会議所事務局長）
藤田　光規（湯津上商工会）
猪股　雪雄（黒羽商工会事務局長）

国際自動車
・ビューティ専門学校　『シンデレラ～星に願いを～』

奥村行政書士事務所
 『煌めく聖夜（きらめくせいや）２００９』

イベント特集
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銅　賞銅　賞銅　賞
銅　賞銅　賞

銅　賞

銅　賞

特別賞特別賞

特別賞特別賞 特別賞特別賞

原田　光男
 『塾帰りの子供達に夢と癒しを』

銅　賞銅　賞銅　賞銅　賞銅　賞銅　賞銅　賞

川口喜一郎
 『スターライトクリスマス（星空のテラス）』

銅　賞銅　賞銅　賞



　

市
道
旧
東
野
鉄
道
線
（
旧
２
‐
８
号

線
）
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
、
図
示
し
た
区
間
で
は
一

般
車
両
（
農
耕
車
両
除
く
）
の
通
行
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
期
間　

１
月
上
旬
〜
３
月
下
旬

●
工
事
場
所　

市
道
旧
東
野
鉄
道
線

　

（
旧
２
‐
８
号
線
）
左
図
の
と
お
り

■
問
い
合
わ
せ

　

道
路
建
設
課
道
路
２
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
１
０

●
日　

時
１
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時

　

〜
４
時

●
場　

所　

ニ
ュ
ー
み
く
ら
２
０
７
・

　

２
０
８
会
議
室

　
　

宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
３
‐
６

　
　
　

０
２
８
（
６
２
２
）
１
０
９
３

●
内　

容　

欠
陥
住
宅
を
巡
る
諸
問
題

　

に
つ
い
て
、
紛
争
の
現
状
と
そ
の
対

　

策
を
紹
介
。

●
講　

師　

田
中
峯
子
氏
（
弁
護
士
）

●
対
象
・
定
員　

一
般
県
民
１
０
０
名

●
参
加
料　

無
料

●
申
込
方
法　

１
月
19
日
（
火
）
ま
で

　

に
、
県
住
宅
課
企
画
支
援
担
当
ま
で

　

電
話
で
申
し
込
み
。
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
住
宅
課
企
画
支
援
担
当

　
　
　

０
２
８
（
６
２
３
）
２
４
８
３

●
日　

時　

１
月
22
日
（
金
）
午
後
１

　

時
30
分
〜
４
時

●
場　

所　

県
立
県
北
体
育
館　

サ
ブ

　

ア
リ
ー
ナ

●
内　

容　

体
育
指
導
員
会
に
よ
る

　

「
い
き
い
き
健
康
体
操
と
ス
ト
レ
ッ
チ

　

み
ん
な
で
楽
し
も
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

※
年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
気
軽
に
で

　

き
る
効
果
的
な
健
康
法
の
ポ
イ
ン
ト

　

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
指
導
者　

市
体
育
指
導
員
会

●
服
装
な
ど　

運
動
の
で
き
る
服
装
。

　

上
履
き
持
参
。

●
定　

員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

１
月
20

　

日
（
水
）
ま
で
に
、

　

健
康
政
策
課
健
康
政

　

策
係
ま
で
電
話
で
申

　

し
込
み
。

●
主　

催　

大
田
原
市

　

健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員

　

会
事
務
局

　

（
健
康
政
策
課
健
康
政
策
係
）

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
４

　

毎
年
、
冬
の
時
期
は
血
液
が
大
変
不

足
し
ま
す
。
多
く
の
方
に
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日　

時　

１
月
15
日
（
金
）
午
前
10

　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

●
場　

所　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

　

第
一
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
７

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

市
道
旧
東
野
鉄
道
線（
旧
２‐

８
号
線
）

「
欠
陥
住
宅
の
紛
争
の
現
状
と
対
策
」

講
習
会
参
加
者
募
集

体
力
づ
く
り
実
技
研
修
会

参
加
者
募
集

４
０
０
ml
・
成
分
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

おたっしゃクラブ ■高齢いきがい課介護予防係　  (23)8917

日　時 場　所
１月26日(火)
9:30～11:30

内　　容

いつまでも住み慣れた地域でいきいきと自分らしく生きるために、積極
的に身体を動かし、脳を活発に働かせましょう。

大田原
保健センター

リフレッシュデイ
健康で自立した生活を続けるために、体を動かし、心身ともにリフレッ
シュしましょう。

・与一いきいき体操

乳幼児健康相談 ■こども課母子健康係　  (23)8634

日　時 場　所
１月28日(木)
9:30～11:00

内　　容

管理栄養士・保健師・看護師が子育てについての相談を受けます。育児
に関する悩みについて、お気軽にご相談ください。

黒羽
保健センター

・身長と体重測定
・育児相談

持ち物
親子健康手帳
(母子健康手帳)

■高齢いきがい課介護予防係　  (23)8917

「ユニカール」「ユニカール」

金丸小
　●
金丸小
　●

●
金田南中
●
金田南中

至大田原至大田原 至黒羽至黒羽

国道461号国道461号

相の川
相の川

道の駅
那須与一の郷
　　　●

道の駅
那須与一の郷
　　　●

　　●
金丸原郵便局
　　●
金丸原郵便局

奥沢バイパス奥沢バイパス

市道旧東野鉄道線（旧2‐8号線）
通行止め・工事区間案内図

市道旧東野鉄道線（旧2‐8号線）
通行止め・工事区間案内図

通行止め・工事区間

う回路

お知らせ
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日　時 場　所

１月26日(火)
10:00～11:30

内　　容
しんとみ
リフレッシュパーク
雨天時：大田原体育館

・与一いきいき体操
・運動指導士によるリズム体操など



●
「
養
育
里
親
」
と
は　

保
護
者
の
い

　

な
い
児
童
、
ま
た
は
何
ら
か
の
理
由

　

で
保
護
者
が
養
育
で
き
な
い
児
童
を

　

自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
を

　

込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

　

と
で
す
。

●
養
育
期
間

①
児
童
が
社
会
的
自
立
が
可
能
と
な
る

　

ま
で

②
保
護
者
が
児
童
を
引
き
取
れ
る
よ
う

　

に
な
れ
る
ま
で

　

な
ど
児
童
の
状
況
に

　

応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

●
養
育
里
親
に
な
る
た
め
に
は

　

原
則
６
日
間
の
研
修

　

を
受
講
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
北
児
童
相
談
所

　
　

那
須
塩
原
市
南
町
７
‐
２
０

　
　
　

０
２
８
７
（
３
６
）
１
０
５
８

社
会
的
養
護
を
担
う

「
養
育
里
親
」に
な
り
ま
せ
ん
か

　国民年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を損なうよう
な“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、お互いを支え合う制
度です。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう。

　　　国民年金の加入手続きは、どこで行えばいいの？ 
　　　国民年金の加入手続きは、市国保年金課国民年金係または大
　田原年金事務所（旧大田原社会保険事務所）の窓口で直接行って
　ください。時間に余裕がなく、窓口まで来ることができない場合
　は、郵送で手続きをすることもできます。

　　　毎月の保険料はいくら？
　　　国民年金の保険料（定額）は、月額14,660円です。なお、保
　険料をまとめて前払いすることにより割引される前納制度もあり
　ます。
　　また、定額保険料に加えて月額400円の付加保険料を納付する
　と、将来、老齢基礎年金に加えて付加年金が支給されます。

　　　「毎月14,660円は払えない」そんなときはどうすればいいの？
　　　20歳になり、所得が少なく保険料を納めることが困難な方
　については、若年者納付猶予制度や学生納付特例制度などの保険
　料免除制度を利用することができます。市国保年金課国民年金係
　または大田原年金事務所の窓口で申請してください。
※学生納付特例制度の申請には、在学証明書または
　学生証の写しが必要です。

■問い合わせ
　市国保年金課国民年金係　　（２３）８９２８
　大田原年金事務所　　　　　（２２）６３１３

国民年金Ｑ＆Ａ 「20歳になったら国民年金」

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報

子育てサロンおおたわら

子育てサロンのざき

子育てサロンゆづかみ

子育てサロンかわにし

つどいの広場県北体育館

つどいの広場さくやま

すみよし
子育て支援センター

くろばね
子育て支援センター

しんとみ
子育て支援センター

大田原保健センター

うすばアットホーム

湯津上
農村環境改善センター

川西高齢者
ほほえみセンター

県北体育館幼児体育室

旧さくやま保育園
（佐久山小学校向かい）

子育てプラザ館

くろばね保育園

しんとみ保育園

月曜日（1/11）

水曜日（1/6）

火・木曜日

月・水曜日
（1/11）
火・木・金曜日
第２土曜日（1/1､8）

月・水・金曜日
第４土曜日（1/1､11）

毎週月～金曜日
（1/1～3）

●各施設の利用にあたっては､ケガや事故防止のため､お子さんから目を離さないようお願いします｡

名称・開設時間・内容

つどいの広場

子育て支援センター

場　所 開設曜日
（   ）は休館日

子育てサロン

■問い合わせ
　こども課子育て支援係
　　　（２３）８９３２

赤ちゃんから就園前までのお子さん
と保護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流し
ながら、育児相談などを行う場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩み
に関する相談や適切なアドバイスを
行います。

開設時間　9:00～12:00

開設時間　9:00～14:00

開設時間

Ａ１
Ｑ１

Ａ２
Ｑ２

Ａ３
Ｑ３

9：00～12：00
13：00～16：00

お知らせ
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●
日　

時　

２
月
14
日
（
日
）

　

午
前
８
時
受
付
開
始　
　
　
　
　
　

●
場　

所　

会
津
高
原
高
畑
ス
キ
ー
場

　

（
現
地
集
合
）

●
種　

目　

Ｇ
Ｓ
Ｌ
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

　

ス
ラ
ロ
ー
ム
）

・
一
般
男
子
１
部（
29
歳
以
下
）

・
一
般
男
子
２
部（
30
歳
〜
35
歳
）

・
一
般
男
子
３
部（
36
歳
〜
39
歳
）

・
一
般
男
子
４
部（
40
歳
〜
49
歳
）

・
一
般
男
子
５
部（
50
歳
〜
55
歳
）

・
一
般
男
子
６
部（
56
歳
以
上
）

・
一
般
女
子
の
部（
制
限
な
し
）

・
小
学
生
男
子
の
部

　

低
学
年（
〜
４
年
生
）

　

高
学
年（
５
・
６
年
生
）

・
小
学
生
女
子
の
部

　

低
学
年（
〜
４
年
生
）

　

高
学
年（
５
・
６
年
生
）

・
中
学
生
男
子
の
部

・
中
学
生
女
子
の
部

※

年
齢
は
大
会
当
日
の
満
年
齢
。
た
だ

　

し
、
エ
ン
ト
リ
ー
会
議
後
に
、
参
加

　

者
の
年
齢
構
成
に
よ
り
、
若
干
の
ク

　

ラ
ス
編
成
の
見
直
し
を
行
う
予
定
。

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
勤
務
の
方

　

ま
た
は
大
田
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員　

●
参
加
料　

一
般　

１
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

８
０
０
円

●
交
通
手
段　

現
地
集
合
。
た
だ
し
、

　

小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
に
よ

　

る
送
迎
も
可
能
。

　

詳
細
は
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

１
月
24
日
（
日
）
午
後
５

　

時
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て
次
の

　

と
こ
ろ
ま
で
申
し
込
み
。

・
太
陽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

（
２
２
）
５
４
９
５

・
奈
良
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

（
２
２
）
２
６
７
０

●
主　

催

　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

　
　
　

（
２
２
）
５
４
９
５

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

（
２
２
）
８
０
１
７

●
日　

時　

１
月
24
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
木
竹
芸
館

●
内　

容　

ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン

　

を
製
作
し
、
排
気
ガ
ス
の
出
な
い
ク

　

リ
ー
ン
な
エ
ン
ジ
ン
の
動
く
仕
組
み

　

を
学
び
ま
す
。

●
対
象
・
定
員　

小
学
校
５
年
生
〜
中

　

学
校
３
年
生　

16
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
材
料
費
、

　

当
日
持
参
）

●
そ
の
他

・
道
具
は
ふ
れ
あ
い
の
丘
で
準
備
し
ま

　

す
。

・
保
護
者
は
同
席
で
き
ま
せ
ん
。
送
迎

　

の
み
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

１
月
15
日（
金
）

　

ま
で
に
ふ
れ
あ

　

い
の
丘
事
務
局

　

ま
で
電
話
で
申

　

し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘
事
務
局

　
　
　

（
２
８
）
３
１
３
１

●
日　

時　

１
月
31
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜
３
時
45
分

　

開
場　

午
後
０
時
30
分　
　
　
　
　

●
場　

所　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

　

ホ
ー
ル

●
内　

容

【
講　

演
】

・
演　

題　

『
婚
活
時
代
の
男
女
共
同

　

参
画
〜
「
う
ち
の
子
は
な
ぜ
結
婚
し

　

な
い
の
？
」
〜
』

・
講　

師　

【
第
８
回
大
田
原
市
女
性
の
海
外
研
修

　

報
告
】

・
テ
ー
マ　

『
夢
の
あ
る
明
日
へ
〜
我

　

が
街
に
更
な
る
輝
き
を
〜
』

・
報
告
者　

平
成
21
年
度
派
遣
団
員

　

礒
律
子
、
伊
藤
幸
江
、
奥
田
喜
代
美

　

梶
本
ト
シ
イ
、
五
江
渕
富
美
子
、
西

　

海
石
清
美
、
齋
藤
久
美
子
、
斎
藤
博

　

子
、
西
村
明
美
、
松
田
清
美

●
入
場
料　

無
料

●
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）

　

希
望
者
は
、
１
月
22
日
（
金
）
ま
で
に

　

企
画
政
策
課
へ
申
し
込
み
。

※
幕
間
に
「
Ｖ
e
r
y     

Ｂ
e
r
r
y
」

　

に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

市
民
ス
キ
ー
大
会

参
加
者
募
集

山田昌弘氏
（中央大学文学部教授）

昭
和
32
年
東
京
都
生
ま
れ
。
昭
和
58

年
、
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
。
昭
和
61
年
、
東
京
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。
東
京
学
芸
大
学
社
会
学

研
究
室
助
教
授
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
客
員
研
究
員
を

経
て
、
平
成
16
年
か
ら
20
年
３
月
ま
で

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授
。
平
成

20
年
４
月
か
ら
中
央
大
学
文
学
部
教
授

に
就
任
。
専
門
は
家
族
社
会
学
、
感
情

社
会
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
。
主
な
役
職

は
、
男
女
共
同
参
画
会
議
議
員
、
内
閣

府
国
民
生
活
審
議
会
委
員
・
厚
生
労
働

省
若
者
の
人
間
力
を
高
め
る
国
民
会
議

議
員
。
著
書
に
『
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
時

代
』
『
少
子
社
会
日
本
』
『
新
平
等
社

会
』
『
迷
走
す
る
家
族
』
な
ど
多
数
。

〈
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

第
４
回
科
学
工
作
教
室

「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
を
作
ろ
う
」

参
加
者
募
集

男
女
共
同
参
画
講
演
会
開
催

試験管
加熱室

加熱
冷却

ビー玉

支点

注射筒

注射棒

《イメージ図》
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栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

　　

財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会
で
は
、
次

の
と
お
り
高
等
学
校
等
入
学
一
時
金
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

平
成
22
年
４
月
に
高
等
学
校
（
特
別

　

支
援
学
校
の
高
等
部
を
含
む
）
ま
た

　

は
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専
修
学
校

　

高
等
課
程
に
進
学
を
希
望
し
て
い
る

　

中
学
３
年
生
な
ど

●
募
集
期
間　

１
月
４
日
（
月
）
〜
２
月

　

５
日（
金
）

●
貸
与
額　

国
公
立　

５
万
円

　

私
立　

10
万
円

●
願
書
配
布
場
所　

中
学
校
、
市
教
育

　

委
員
会
、
県
教
育
事
務
所
な
ど　
　

●
書
類
の
提
出
先

　

手
続
き
は
す
べ
て
学
校
を
通
じ
て
行

　

い
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
考
お
よ
び
採
用
の
決
定
な
ど

・
出
願
後
、
選
考
結
果
を
在
学
校
を
通

　

し
て
通
知
し
ま
す
。

・
内
定
者
は
必
要
な
手
続
き
を
行
い
、

　

理
事
長
が
採
用
を
決
定
し
ま
す
。　

●
寄
付
の
お
願
い

　

県
育
英
会
で
は
、
長
引
く
低
金
利
な

　

ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
運
営
資
金
が

　

不
足
し
、
一
部
の
希
望
者
に
奨
学
金

　

の
貸
与
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

　

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ

　

き
、
奨
学
金
の
貸
付
原
資
と
な
る
善

　

意
の
寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
の
振
込
書
な
ど
は
、
市
教
育

　

委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

　
　
　

０
２
８
（
６
２
３
）
３
４
５
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http://w
w
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16.ocn.ne.jp/

　
　
　

~
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農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現
在

で
、
「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン

サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農
林
業
・

農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
関

係
者
の
方
々
を
訪
問
し
て
、
調
査
票
に

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
・
栃
木
県
・
大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
統
計
係

　
　
　

（
２
３
）
１
９
５
１

　

越
冬
害
虫
の
駆
除
と
市
内
の
環
境
美

化
、
防
火
対
策
を
目
的
と
し
て
、
市
内

全
域
で
野
火
焼
き
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
主
体　

各
集
落
・
自
治
会
な
ど

●
日　

時　

１
月
31
日（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
ご
ろ

※

荒
天
時
、２
月
７
日（
日
）に
延
期

●
場　

所　

市
内
全
域
（
住
宅
密
集
地
な

　

ど
類
焼
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
は
除
く
）

●
内　

容　

河
川
敷
、
路
肩
、
畦
畔
な

　

ど
の
雑
草
を
焼
却
。

《
野
火
焼
き
を
行
う
方
へ
》

　

各
集
落
で
は
、
消
防
署
や
消
防
団
と

　

　

連
絡
を
と
り
、
周
知
を
徹
底
の
う
え

　

類
焼
事
故
の
な
い
よ
う
、
十
分
に
留

　

意
し
な
が
ら
共
同
で
実
施
し
て
く
だ

　

さ
い
。

《
地
域
の
皆
様
へ
》

　

事
故
防
止
に
は
万
全
を
期
し
て
い
ま

　

す
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
ご
理
解
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　

（
２
３
）
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２
９
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「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」に

ご
協
力
を

市
内
全
域
で

「
野
火
焼
き
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実
施
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火災発生時の情報を
お知らせします

※「交通事故｣「火災救急｣
　の(　)内の数字は平成21
　年１月からの累計です。　男　  ３７,６４０ 人

　女　  ３８,２５７ 人
　計　  ７５,８９７ 人
世帯数  ２６,７３０ 世帯

《住民基本台帳人口》
日本国籍を有する者で、
国内の市町村に住所を定
めている者として、当該
市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数お
よびそれらの者が構成し
ている世帯の数。
《統計調査に基づく人口》
国勢調査を基に推計した
人口。

●日　時
　１月19日 (火 )
 　午前 9時 30 分
　　　～ 10 時 30 分
●電話番号
 　0120-188911

■秘書課広報広聴係
    　　(２３)８７００　

◆交通事故  11月分

救急出場件数

  （フリーダイヤル）
※指定日以外は秘書課
　でお受けします

３２件
０人
３５人
 １５３件

4件
0件
0件
4件

１５件
２件
７件
２４件

１４,３０２千  円
５７,５５７千円

◆火災･救急 11月分
火災発生件数

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

11月中の異動 (住民基本台帳による )

◆人口の動き
　　　　　(12 月１日現在) 人身事故

死 者
負傷者
物件事故

建 物
林 野
その他
計

損害額

２５０件
１,２１６件
４９６件
１,９６２件

２４件
１１０件
５１件
１８５件

交 通
急 病
その他
計

市長が皆さんから
のご意見・ご要望
をお聞きします。
お気軽にお電話く
ださい。

●転入　１８２人
●転出　１５８人 
●出生　　３９人
●死亡　　５８人

　男　  ３９,５９９ 人
　女　  ３８,３５５ 人
　計　  ７７,９５４ 人
世帯数  ２７,８７９ 世帯

２８４件
６人

３３３人
 １,７７４件

救急車の適正利用に
ご協力ください

《お願い》

　(２２)０１１９　

消防署テレフォンサービス

お知らせ
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http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36.html

●日　時　１月10日(日)、１月17日(日)　
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階 　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

●日　時　１月９日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

(23)4560
開館  平　日  9:30～18:00
時間  土日祝  9:30～17:00

ピノキオおはなし会

子どものつどい

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)2111

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前にパスワードの登録が必要ですので、図書館カウ
　ンターに申請してください。

ふれあいの丘
天  文  館  初心者天文講座参加者募集
ふれあいの丘
天  文  館  初心者天文講座参加者募集

■観望の申し込み ・ 問い合わせ
　ふれあいの丘 天文館　　（２８）３２５４

　天文講座のほか、通常の天体
観望予約も受け付けています。
　なお、天体観望は市内小中学
生の宿泊学習・団体利用などが
あるため、事前に予約（空き状
況の確認）をお願いします。
　詳しくは天文館までお問い合
わせください。

《通常の天体観望予約も受け付けています》

　ふれあいの丘天文館では、環境省が毎年行って
いる全国星空継続観察(スター・ウォッチングネ
ットワーク)の実施期間にあわせ、次のとおり初
心者天文講座を開催します。
●日　時　１月16日(土)・17日(日)
　　　　　各日とも午後６時30分～午後８時
●場　所　大田原市ふれあいの丘天文館
●内　容　星空観察の方法を学んだ後、実際に屋
　　　　　外に出て、｢肉眼による天の川観察｣や
　　　　　｢双眼鏡による“すばる”の観察｣を行う
　　　　　ほか、冬の星座解説などを行います。
　　　　　※当日の天候によって内容を一部変更
　　　　　　することがあります。
●対　象　小学４年生以上
　　　　　(中学生以下は保護者同伴)
●定　員　各日15名　計30名(先着)
●参加費　小中学生1名200円、大人1名400円
●申込方法　電話または直接来館してお申し込みく
　　　　　ださい。
●受付開始　１月４日(月)　午前10時～
●受付時間　午前10時～午後９時30分

①10:30～11:30
②13:30～14:30
③14:45～15:45
④16:00～17:00
⑤18:00～19:00
⑥19:15～20:15
⑦20:30～21:30

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:00
時間  土日祝  9:30～17:00

●日　時　１月23日(土) 午前10時～11時30分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●講　師　小野純子先生
●内　容　「お花のリースを作ろう！」
●対　象　小学生
　　　　　※保護者同伴の場合､未就学児も可
●定　員　先着30名
●持ち物　はさみ・のり
●費　用　100円
●申込方法　黒羽図書館カウンターに直接または
　　　　　電話でお申込みください。

わくわくおり紙教室

●観望時間●

１月のコアラおはなし会はお休みです

◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆

初心者天文講座
｢星空継続観察を体験しよう!｣参加者募集
初心者天文講座
｢星空継続観察を体験しよう!｣参加者募集

全国星空継続観察(スター・ウォッチングネットワーク)とは全国星空継続観察(スター・ウォッチングネットワーク)とは全国星空継続観察(スター・ウォッチングネットワーク)とは
環境省が昭和63年度から年２
回実施している事業で、星空観
察を通して、大気環境について
考えていただくことを目的とし
ています。

●日　時　１月23日(土)
　　　　　午後６時30分～午後８時
●内　容　冬の代表的な星座や火星の解説、
　　　　　65cm望遠鏡等による天体観望な
　　　　　どを行います。
　　　　　※当日の天候によって内容を一部
　　　　　　変更することがあります。
●場　所　大田原市ふれあいの丘天文館
●対　象　小学４年生以上
　　　　　(中学生以下は保護者同伴)
●定　員　30名(先着)
●参加費　小中学生1名200円､大人1名400円
●申込方法　電話または直接来館してお申し込
　　　　　みください。
●受付開始　１月４日(月)　午前10時～
●受付時間　午前10時～午後９時30分

初心者天文講座
｢冬の星空と火星を見よう!｣参加者募集
初心者天文講座
｢冬の星空と火星を見よう!｣参加者募集

図書館・天文館

平成22年１月１日号 14



ハーモニーホール

平成22年１月１日号15

※原野展作家の出品はありません

日時・会場

チ ケ ッ ト

日時・会場

チ ケ ッ ト

１月16日(土)
午後２時開演／大ホール

３月28日(日)
午後２時開演／小ホール

◆全席自由 
　大人  1,800円(友の会  1,700円）
　３歳～学生  900円

３月28日(日)
午後２時開演／小ホール

♪今回のらくりん座による公演は、「天狗めし」
と「もっと食べたい！」という食べることをテー
マにした２つのお話です。

※入場は３歳児以上とさせていただ
　きます。

◆日時　１月16日(土)～１月24日(日)
　　　　午前10時～午後５時
　　　　(最終日､午後４時まで)
◆場所　第１・２ギャラリー
◆入場料　 200円
◆出展者　日本画  11名
　洋画  23名、版画  2名
　書  16名、彫刻  ４名
　工芸(竹工芸・陶芸･木漆芸･染色)12名
　計  68名

●第５回ハーモニーホール展
　～ドリーム>アート>那須野が原～
●第５回ハーモニーホール展
　～ドリーム>アート>那須野が原～
♪栃木県内で創作活動をしている作家たちによる
バラエティーあふれる展覧会です。なお、今回も
出展者が自身の作品について説明する時間を設け
ております。

日時・会場

チ ケ ッ ト

日時・会場

チ ケ ッ ト

１月16日(土)
午後２時開演／大ホール

　

♪電子楽器でありながら｢人間的｣とも表現される
テルミンの音色がハーモニーホールに響きます。
２台のテルミンにピアノを加え、約１時間のプロ
グラムでお贈りする、ほかでは味わうことのでき
ない、幻想と神秘の上質な音世界をご堪能くださ
い。

【出演】
　竹内正実、濱口晶生
　　テルミン、マトリョミン
　高柳理恵
　　ピアノ
【予定曲目】
　①ヴォカリーズ
　②コンドルは飛んでいく
　③恋のバカンス　ほか

●竹内正実テルミン・コンサート●竹内正実テルミン・コンサート

◆全席指定   一般  1,000円
　　　　　  (友の会  900円）
◆全席指定   一般  1,000円
　　　　　  (友の会  900円）

※本公演チケットをお持ちの方は、チケット１枚につ
　き１名、同日開催のハーモニーホール展およびオー
　プニングパーティーに無料で入場いただけます。

●劇団らくりん座公演「食べる話」●劇団らくりん座公演「食べる話」

◆全席自由 
　大人  1,800円(友の会  1,700円）
　３歳～学生  900円

◆期日　１月16日(土)
◆入場料　1,000円(コンサート､ティ―パーティー、
　 ハーモニーホール展入場料を含みます)
①竹内正実テルミンコンサート
◆時間・場所　午後２時開演/大ホール
②出品作家とのティーパーティー
◆時間・場所　午後３時30分開始/交流ホール

友の会優先電話予約(※)１月14日(木) 午前９時～
　※電話予約のみ。窓口販売は行いません。
チケット発売日　　　　１月16日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　１月18日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

那須野が原ハーモニーホール・ニューイヤーコンサートシリーズ②
第５回ハーモニーホール展開催記念

《オープニングイベントのお知らせ》

竹内正実竹内正実

《入場整理券配布情報》

　那須野が原文化振興財団が主催する公演事業の
チケット優先電話予約やチケット代割引の特典が
ついている「ハーモニーホール友の会」にご入会
してみませんか。随時、会員募集中です。

♪吟詠剣詩舞のつどい
　◆日時　2月11日(木・祝)　午後２時開演
　◆場所　小ホール　
　◆出演　西那須野吟詠剣詩舞道協会
♪舞踊のつどい
　◆日時　２月14日(日)　午後２時開演
　◆場所　小ホール
　◆出演　宝樹の会､坂東伎十次会､むらさき会

ハーモニーホール友の会会員募集中ハーモニーホール友の会会員募集中

★特典
　◆チケットの優先電話予約＆10％以内の割引
　◆ホールの公演情報をご自宅へ毎月郵送
　◆財団が指定する事業へのご招待　など　
★年会費
　◆個人会員(予約・割引  １名のみ）　1,000円
　◆ペア会員(予約・割引  ２名まで）　1,500円
　◆家族会員(予約・割引  ５名まで）　2,000円

●ハーモニーホール  フェスティバル●ハーモニーホール  フェスティバル

　３公演とも入場無料ですが、入場には整理券
　が必要です。
　○入場整理券配布開始　１月11日(月)～

♪那須野が原少年少女合唱団定期演奏会
　◆日時　２月20日(土)　午後２時開演
　◆場所　大ホール
　◆出演　那須野が原少年少女合唱団

●ハーモニーホール  講座発表会●ハーモニーホール  講座発表会

その他に団体会員もあります。お問い合わせください。
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報
広聴係　   (23)8700 までご連絡ください。

12月２日  フルマラソン世界記録に挑戦
（黒羽小学校） 

黒羽小６年生31名が、校庭の200ｍトラックを
211周してフルマラソンの世界記録に挑戦。
｢絆｣の文字入り鉢巻を身につけ、バトンを次
から次へと繋いで２時間６分40秒の過去最高
記録で完走。歓喜して抱き合い、より強い絆
となったことを体感した行事でした。

12月６日  須賀川新そばまつり
（旧須賀川小学校） 

須賀川そば会、須賀川ふるさとづくり協議会
が中心となって「新そばまつり」を開催。そ
ば打ちの実演販売や黒羽茶の試飲販売などが
行われました。食堂では、盛りそばと天ぷら
そばの２種類を提供。打ち立てのおいしい新
そばが食べられるとあって、長蛇の列ができ
るほど大好評でした。

12月６日  わくわく科学教室
（黒羽図書館  視聴覚室）

遠藤郁夫先生を講師に迎え、ペットボトルや不
要になったCD-Rを使用して「輪ゴムで走るお
もちゃ」を作りました。勢い良く走り出すおも
ちゃもあれば、くるくると回ってしまうおもち
ゃもあり、児童は先生にうまく走らせるポイン
トを聞いたり、輪ゴムを調整したりして、工夫
しながら楽しく遊びました。

12月11日  農業体験プログラム　　　
　　　  フラワーアレンジメント
（道の駅那須与一の郷  研修室） 

市内で花卉の栽培を行っている小西久夫さ
んを講師に迎え、クリスマス用のフラワー
アレンジメントを作りました。40名の参加
者は、バランスを考えながら一本一本丁寧
に花を挿し、それぞれに個性的で華やかな
アレンジメントができあがりました。

12月12日  第46回大田原市民芸能大会
（大田原市総合文化会館  ホール）

大田原文化協会員など60組近くの個人・団体
が出演。気持ちはみんな大芸人となって、艶
やかな舞、堂々とした謡などが次々に繰り広
げられ、観客を魅了。会場から自然と拍手が
沸き起こり、心豊かな世界に浸ったひととき
でした。

古紙パルプ配合率100％の
再生紙を使用しています
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